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１ ⼦どもの権利とは

⼦どもの権利条約が⼦どもに保障した⼦どもの人権

人権とは
世界中ですべての人に同じように保障される
人間としての権利

国連が世界人権宣言や条約を作ってきた
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２ ⼦どもの権利条約の考え⽅・内容

⼦どもも人間として、大人と同じように人権がある
明らかにしたのが⼦どもの権利条約

⼦どもは18歳になるまで、心身ともに発達途上
人権の主体として尊重されると同時に、
特別の保護を受ける権利がある
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２ ⼦どもの権利条約の考え⽅・内容



２ ⼦どもの権利条約の考え⽅・内容
４つの一般原則
・⽣命、⽣存及び発達の権利（命を守られ成⻑できること）

・差別の禁止（差別のないこと）

・⼦どもの最善の利益（⼦どもにとって最もよいこと）

・⼦どもの意⾒の尊重（意⾒を表明し考慮されること）



２ ⼦どもの権利条約の考え⽅・内容

※日本は1994年に⼦どもの権利条約を批准

条約を批准した国は、
条約の内容を実現する義務を負う
法律や政策の制定・改定、
条約の広報、関係者への研修などによって、
⼦どもの権利を実現する義務がある
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３ こども基本法成⽴の意義

国連⼦どもの権利委員会
・条約批准国が条約を実施しているかを監視。
・定期的に国からの報告書を審査し、実施が
⾜りない部分について勧告を⾏う。

日本はこれまでに４回審査を受けて、関係する
法律を改正するなどして取り組んできた。



こども基本法の成⽴は重要

※こども家庭庁も発⾜

・⼦どもの権利条約の柱となる考え⽅を
あらゆる法律・政策に組み込み、
社会での⼦どもに対する考え⽅・接し⽅に
浸透させるための基本法が必要

３ こども基本法成⽴の意義
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条約の内容を実現するためには
・⼦ども自身、⼦どもに関わるすべての大人が
⼦どもの権利を理解し、⼦どもとの関わりの
中で実践することが必要。

４ ⼦どもたちが⼦どもの権利を学ぶ意義



⼦どもたちが⼦どもの権利を学ぶことは
・自分が大事な存在であること
・困ったことがあれば助けを求めていいこと
・他の人もみな大事な存在であること
・どんな大人を信じてよいのか…

などを知ることにつながる
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４ ⼦どもたちが⼦どもの権利を学ぶ意義

⼦どもの権利を学ぶことは
・知識として知るだけでなく、
考え⽅や人との接し⽅に活かしていくこと。



４ ⼦どもたちが⼦どもの権利を学ぶ意義

⼦どもは
周りの大人の言動から吸収し、影響を受ける

・先⽣たちは、⼦どもの権利を教え、⼦どもたちと
接するうえで、⼦どもの権利を知り、理解し、
実践することが重要。
・先⽣たちが⼦どもの権利を実践できるよう、
先⽣たちへのサポートも重要。
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５ ⼦どもの権利が守られた学校とは

・⼦どもの成⻑・発達、教育、遊び、情報への
アクセスの場

・安⼼・安全で暴⼒から守られる

・⼦どもの意⾒が尊重される

・差別がない


